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「ガリバー旅行記」。無人島に1冊だけ本をもって行くと
すると何を選ぶか。「聖書」、「プリンピキア」などという、
すぐに 「ああ、そうですね。」と思える回答の中にあって、
ヤラレタという一冊である。ガリバー旅行記は、ガリバー
が小人の国、巨人の国などを訪れたときの話である。空想
の話として、楽しめば良い。 しかし、現実の世界のある部
分に注目し、皮肉った話としてとらえることもできる。
小人の国では、綱の上でどれだけ高く飛べるかで大臣を
決める。ガリバーは、滑稽に思う。これは、ミスマッチを
面白いと思っているからである。網の上での軽業でどれだ
け高く飛べるかは、大臣の資質を計るのに適当な尺度と思
えないから、滑稽に思うのである。例えば、相撲の世界で
は、TOEICの点数で横綱や番付を決めたりしなし。
さて、工学部ではTOEICである点数を取ると、ある英語
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の単位が認定される。これに異議をとなえてきた学生はま
だいない。これは、TOEICの点数は、英語の能力を計るの
に尺度として、まあまあ妥当であると思っているからであ
る。いや、信じこまされているからではないだろうか。本
当に英語の能力をTOEICの点数で計れるのか?そもそも英
語の能力とは何か?
私が日本語能力検定試験を受けたとして、私より高い得
点をとる留学生は、何人もいるだろう。 しか し、標準語
(少々 あやしいかもしれない）だけでなく、大阪弁(厳密に
は、河内弁のバイアスのかかったというほうが正しい)を
もあやつることができるという私の日本語能力に対して、
私は自信をもっている。しかし、得点という客観的に目に
見えるかたちで、私の日本語の能力は劣っているのである。
日本語能力検定は、「日本語に関するある側面を計ってい
るのでがっかりすることはないよ。」と慰めてくれるやさし
い人もきっといるだろう。そうすると、TOEICの点数は、
英語能力の一側面 を見ているにすぎない。それゆえ、
TOEICの得点で単位を出すのはなにごとか。大学の英語の
授業とは、そのようなレベルの英語力をつけるための捜業
であるとはがっかりした。金を返せ。と申し出る学生がで
てこないのは、不思議になってくる。
共通教育の目的の一つは、「人に押し付けられた価値判断
に盲目的に従うのではなく、自分で考えられる人材の養成
である。」と信じている。しかし、そのような学生が出てき
た日には、教師側は大変である。而うして、教育は、「自分
で考えられる学生を育てると称して、柔順な優等生を育て
ることを本来の目的としてぎた。」のである。これは、 トッ
プシークレットである。ゆめゆめ学生に漏らしてはなりま
せぬぞ。
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